
　
暑
い
・
熱
い

八
月
が
過
ぎ

た
。
ス
ポ
ー
ツ

で
は
高
校
の
甲

子
園
大
会
、
世

界
陸
上
等
で

沸
い
た
。
一
方
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、

終
戦
記
念
日
と
、
今
年
の
八

月
は
戦
後
七
〇
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な

く
平
和
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
▼
と
り
わ
け
首
相
の

談
話
は
国
内
外
か
ら
注
目
の

的
と
な
っ
た
。
内
容
の
評
価

は
別
に
し
て
、
何
故
七
〇
年

経
っ
て
も
日
本
の
首
相
談
話

が
注
目
さ
れ
る
の
か
。
第
二

次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
は
日

本
だ
け
で
は
な
い
▼
対
照
的

に
、
ド
イ
ツ
は
、「
過
去
に
目

を
閉
ざ
す
も
の
は
現
在
に
も

盲
目
と
な
る
」（
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ

カ
ー
元
大
統
領
の
演
説
）
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
民
へ
の
謝
罪
と
今
な

お
ナ
チ
ス
へ
の
追
及
が
世
界

の
信
頼
を
得
て
い
る
の
で
は

な
い
か
▼
沖
縄
は
、
太
平
洋

戦
争
で
唯
一
地
上
戦
を
体
験

し
た
県
民
と
し
て
、
平
和
の

尊
さ
を
訴
え
て
い
く
責
務
が

あ
る
。七
月
に
岩
手
県
で
開
催

さ
れ
た
中
同
協
総
会
の
分
科

会
で
、
照
屋
義
実
相
談
役
は
、

「
地
上
戦
の
教
訓
は
①
軍
隊

は
住
民
を
守
ら
な
い
②
基
地

が
あ
る
と
こ
ろ
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
り
攻
撃
さ
れ
る
③
命

ど
ぅ
宝
。
こ
の
三
つ
の
教
訓

を
し
っ
か
り
と
刻
み
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き

た
い
」と
結
ん
だ
▼
あ
ら
た
め

て
「
す
べ
て
の
人
が
、
人
間

ら
し
く
豊
か
に
平
和
に
暮
ら

せ
る
環
境
で
あ
っ
て
こ
そ
、中

小
企
業
と
地
域
の
繁
栄
が
あ

り
ま
す
」（
中
同
協
第
47
回
定

時
総
会
議
案
）
に
確
信
し
た
。

　「
昭
和
の
香
り
の
す
る
沖
縄
食
堂
」
と
ネ
ッ
ト
で
も
評
判
。

四
十
三
年
間
、
沖
縄
市
美
里
の
税
務
署
近
く
に
あ
っ
た
「
ハ

イ
ウ
ェ
イ
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
」
が
七
月
一
日
に
沖
縄
市
登
川
に

移
転
。
代
表
の
仲
宗
根
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

ハイウェイドライブイン　代表　仲
なか

宗
そ

根
ね

 朝
ちょう

一
いち

 氏

　
復
帰
の
年
か
ら

　
　
　
ス
タ
イ
ル
を
守
る

　
一
九
七
二
年
（
復
帰
の
年
）

に
、
先
代
（
父
）
が
以
前
か
ら

あ
っ
た
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
」
を
居
抜
き
で
買
い
取

り
、
そ
の
ま
ま
の
看
板
で
ず
っ

と
続
け
て
き
ま
し
た
。
父
は
嘉

手
納
基
地
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
ク
ラ

ブ
の
コ
ッ
ク
を
経
て
晴
れ
て

オ
ー
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
一

緒
に
切
り
盛
り
し
て
い
た
母
が

十
五
年
前
に
急
逝
し
、
私
が
店

に
入
り
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か

ら
ず
っ
と
店
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
の
で
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
学
卒
業
後
は
土

木
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で

設
計
士
を
し
て
い
た
の
で
随
分

畑
違
い
か
な
？

　
早
い
も
の
で
四
十
三
年
間
、

定
番
の
ラ
ン
チ（
Ａ
／
Ｂ
／
Ｃ
）

を
中
心
に
、
そ
ば
や
お
か
ず
等

沖
縄
風
和
食
系
を
追
加
し
て
こ

こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。ス
ー

プ
や
カ
レ
ー
は
作
り
置
き
で
は

な
く
オ
ー
ダ
ー
が
入
っ
て
か
ら

作
り
ま
す
。
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
の

飲
み
放
題
や
甘
味
料
は
好
み
に

応
じ
て
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
昔

か
ら
そ
の
ま
ま
で
す
。

　
数
年
前
、
役
所
か
ら
道
路
拡

張
の
た
め
の
立
ち
退
き
を
言
わ

れ
た
時
は
慌
て
ま
し
た
。
急
い

で
不
動
産
屋
を
当
た
り
今
の

場
所
に
決
め
ま
し
た
。
沖
縄

北
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
を
横

切
っ
て
真
直
ぐ
数
百
メ
ー
ト
ル

入
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
を
右
折
。

３
０
０
ｍ
先
左
側
に
あ
り
ま
す
。

　
移
転
と
と
も
に

　
　
　
新
し
い
動
き
も

　
美
里
時
代
は
夜
中
の
二
時
ま

で
営
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ

す
が
に
こ
こ
は
う
る
ま
市
の
境

で
、夜
は
車
も
少
な
い
田
舎
道
。

九
時
半
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
の
十

時
ま
で
。
朝
は
十
一
時
か
ら
。

　
前
の
店
の
雰
囲
気
は
そ
の
ま

ま
残
し
た
か
っ
た
の
で
配
置
は

ほ
ぼ
真
似
た
の
で
す
が
、
構
造

上
、
左
右
が
正
反
対
。
お
か
げ

で
動
き
に
慣
れ
る
ま
で
が
大

変
。
右
手
に
あ
っ
た
も
の
が
左

側
、
少
々
混
乱
で
す
。
古
い
常

連
さ
ん
も
沢
山
訪
れ
て
く
れ
る

の
で
す
が
、「
遅
い
！
」
と
時
々

お
叱
り
を
受
け
ま
す
。
早
さ
も

売
り
の
一
つ
な
の
で
改
善
中
で

す
。

　
店
を
移
る
前
は
不
安
で
一
杯

で
し
た
。
通
行
量
も
少
な
い
し

住
宅
街
も
離
れ
て
い
ま
す
。
近

く
に
中
頭
病
院
の
建
設
が
始

ま
っ
て
お
り
、
ま
た
沖
縄
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）か
ら
じ

ん
ぶ
ん
館
へ
通
じ
る
道
が
や
が

て
開
通
す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で

の
一
、二
年
は
辛
抱
だ
な
あ
と
。

　
し
か
し
フ
タ
を
開
け
れ
ば
予

想
外
。
三
倍
近
い
お
客
さ
ん
の

入
り
で
驚
い
て
い
ま
す
。

　
新
規
の
お
客
さ
ん
が
増
え
ま

し
た
。
ス
テ
ー
キ
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
な
ど
の
持
ち
帰
り
も
好
調

で
す
。
前
は
少
な
か
っ
た
女
性

客
が
増
え
た
の
も
新
し
い
動
き

で
す
。
ラ
ン
チ
は
Ｃ
ラ
ン
チ
が

良
く
出
ま
す
。
男
性
客
も
最
近

は
ダ
イ
エ
ッ
ト
志
向
で
胃
袋
が

小
さ
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。

　
つ
い
て
来
て
く
れ
た

　
　
　
　
従
業
員
に
感
謝

　
従
業
員
は
十
五
名
。
二
交
代

で
す
。
移
転
の
時
、
数
名
辞
め

ま
し
た
が
大
半
は
つ
い
て
来
て

く
れ
ま
し
た
。
イ
オ
ン
が
出
来

て
賃
金
高
騰
も
あ
り
、
な
か
な

か
人
が
採
用
で
き
な
い
の
で
、

と
て
も
有
難
い
で
す
。
米
留
学

中
の
長
男
も
夏
休
み
は
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
次
男
と
娘
も
休
み

の
間
は
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

私
自
身
も
親
の
手
伝
い
は
当
た

り
前
だ
っ
た
の
で
子
供
た
ち
も

同
様
で
す
。

　
水
曜
日
が
定
休
日
で
す
が
、

さ
す
が
に
ま
だ
休
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
お
客
様

が
そ
の
ま
ま
定
着
し
て
く
れ
る

か
？ 

古
い
常
連
客
も
通
っ
て

く
れ
る
か
？ 

何
の
保
証
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
は
と
に
か
く
ひ

た
す
ら
頑
張
る
だ
け
で
す
。

　
四
十
三
年
続
け
て
き
た
味
と

ス
タ
イ
ル
を
守
り
な
が
ら
、
お

店
の
安
定
と
成
長
を
願
う
だ
け

で
す
。

（
聞
き
手
・
中
部
支
部
・
㈱
夢

㈱
夢
づ
く
り
沖
縄
・
新
井
良
直
）

43年続く味とスタイルが魅力！
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沖縄市登川701

098-937-8448
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代 表　仲宗根 朝一 氏

第10回
雇用・就労支援フォーラム
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ところ　沖縄コンベンションセンター

＜第Ⅰ部  基調講演＞
　テーマ　誰もが働ける社会の実現をめざして
　　　　　～障がい者の「働く」を支えるとは～
　講　師　厚生労働事務次官
　　　　　　　　村木厚子 氏　
　＜第Ⅱ部  分科会＞
　第１分科会：雇用している企業の報告
　第２分科会：支援する側からの報告
　第３分科会：連携づくり
　　　　　　　　～パネルディスカッション～
　第４分科会：学校の取り組み
　　　　　　　　～パネルディスカッション～
　第５分科会：就労困難者支援
　＜第Ⅲ部  交流懇親会＞
　＜資料代＞
　１,０００円（分科会）
　２,０００円（分科会・交流懇親会）

移転オープンした店舗外観（上）と　　
店内（オープンキッチン）の様子（下）

(1）2015年（平成27年）９月15日 第1340号（付録)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版
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2015年（平成27年)
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発行：沖縄県中小企業家同友会

編集：広　報　委　員　会

〒901-0152
沖縄県那覇市字小禄1831番地1
☎.098-859-6205㈹

沖縄県産業支援センター603号
FAX. 098-859-6208

h t t p : / /www . o k i n awa . d o y u . j p
E -ma i l : d o y u@o k i n awa . d o y u . j p

③同友会は、他の中小企業団体と
も提携して、中小企業をとりま
く社会・経済・政治的な環境を改
善し、中小企業の経営を守り安
定させ、日本経済の自主的・平
和的な繁栄をめざします。

同友会三つの目的
「よい会社、よい経営者、
よい経営環境をめざす」



約
」
に
な
り
ま
す
。（
改
正
労

働
契
約
法
）

　
五
年
の
期
間
は
、
平
成
二
五

年
四
月
一
日
か
ら
計
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
労
働
者
が

申
し
込
み
で
き
る
の
は
平
成

三
〇
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

契
約
社
員
の
い
る
企
業
で
は
、

申
し
込
み
を
し
た
か
ど
う
か
の

争
い
を
防
ぐ
た
め
に
、「
無
期

労
働
契
約
転
換
申
込
書
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ル
ー
ル
と
関
連
し
て
平

成
二
七
年
四
月
に
「
有
期
雇
用

特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
①
高
度
専
門
職
・
②
継

続
雇
用
の
高
齢
者
に
、
無
期
転

換
ル
ー
ル
の
特
例
を
設
け
ま
し

た
。
具
体
的
に
は

①
高
度
専
門
職
の
場
合
、
五
年

で
無
期
転
換
に
な
る
の
で
は

な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完

了
期
間
（
最
大
十
年
）
を
超

え
た
場
合
と
な
り
ま
す
。

②
定
年
後
の
継
続
雇
用
の
高
齢

者
は
、
そ
の
事
業
主
に
定
年

後
引
き
続
い
て

雇
用
さ
れ
る
間

は
無
期
転
換
と

は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
特
例
を
受

け
る
に
は
「
認
定

申
請
」
を
労
働
局

に
出
す
必
要
が
あ

　「
契
約
期
間
が
五
年
を
超

え
る
と
正
社
員
に
な
れ
る
の

で
す
か
」。
労
働
者
か
ら
質

問
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
有
期
雇
用
が
五
年
を
超
え

て
更
新
さ
れ
た
場
合
、
労
働

者
の
申
し
込
み
に
よ
り
無
期

労
働
契
約
に
転
換
す
る
こ
と

を
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
正
社

員
に
な
る
」と
い
う
よ
り「
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契

り
ま
す
。
定
年
後
の
継
続
雇

用
者
は
多
く
の
企
業
に
関
係

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
パ
ー
ト
、
契
約
社
員
等
の

有
期
雇
用
者
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
整
備
は
、
雇
用
政

策
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　（
施
行
前
の
情
報
提
供
で

し
た
。）

　
七
月
九
・
十
日
に
岩
手
県
で

開
催
さ
れ
た
中
同
協
第
四
七
回

定
時
総
会
に
は
沖
縄
か
ら
十
一

名
（
全
国
か
ら
一
〇
一
七
名
）

が
参
加
。
第
四
分
科
会
で
照
屋

義
実
相
談
役（
㈱
照
正
組
社
長
）

が
「
戦
後
七
十
年
、中
小
企
業
・

地
域
経
済
と
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
」
の
テ
ー
マ
で
報
告
。
第

六
分
科
会
で
は
宮
城
光
秀
副
代

表
理
事
（
㈲
大
宮
工
機
専
務
）

が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
つ
と
め
、
今

回
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
中
同
協
第
四
七

回
定
時
総
会
の
第

六
分
科
会
「
採

用
・
教
育
の
一
貫

し
た
実
践
で
、
地

域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
企
業
へ
」

に
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
ま
し

た
。
自
社
の
新
卒

採
用
・
社
員
共
育

の
実
践
と
、
沖
縄
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「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」は
　
　

い
つ
か
ら
？  

誰
に
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」は
　
　

い
つ
か
ら
？  

誰
に
？

同
友
会
の
共
同
求
人
活
動
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　
新
卒
採
用
を
始
め
て
五
年
が

経
過
し
、先
輩
社
員
た
ち
が「
新

入
社
員
は
何
か
や
ら
か
す
も
の

だ
、自
分
た
ち
も
そ
う
だ
っ
た
」

と
温
か
く
見
守
り
、
寄
り
添
っ

て
育
て
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
同
友
会
で
は
学

校
と
定
期
的
な
就
職
懇
談
会
を

行
い
、
就
職
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
や
対
策
等
を
議
論
し
て
き

ま
し
た
。
懇
談
会
で
話
し
合
っ

た
先
生
が
「
大
宮
工
機
と
い
う

会
社
が
あ
る
か
ら
受
け
て
ご
ら

ん
」
と
学
生
に
勧
め
て
く
れ
た

お
陰
で
、
採
用
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
社
会
人
と
し
て
未
熟
な

若
者
を
育
て
ら
れ
る
会
社
が
よ

い
会
社
。
企
業
の
使
命
は
、
地

域
の
若
者
を
一
人
前
に
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
座
長
の
和
田
寿
博

氏（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

が
、「
労
使
見
解
」に
基
づ
く「
人

を
生
か
す
経
営
」
の
総
合
実
践

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
共
同
求

人
、
社
員
教
育
を
一
貫
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
強
調
し
ま

し
た
。
こ
の
分
科
会
で
体
系
が

示
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

各
同
友
会
で
検
討
し
実
践
し
て

頂
き
た
い
、と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
い
た

「
政
策
要
望
・
提
言

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
回
答
を
も
と
に

作
成
し
た
要
望
・
提

言
書
を
六
月
十
一
日

県
に
提
出
。
そ
れ
を

も
と
に
各
担
当
課
と
の
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
八
月
十
日
の
二
十
一
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
・
基
本
計
画
を
皮

切
り
に
、
女
性
、
観
光
、
建

設
、
福
祉
、
環
境
、
情
報
、

一
括
交
付
金
、
金
融
・
税
制
・

県
単
融
資
・
憲
章
・
条
例
と
、

全
部
で
九
部
門
。

　
同
友
会
か
ら
は
、
業
種
部

会
や
政
策
委
員
会
、
正
副
代

表
理
事
が
出
席
し
、
中
小
企

業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
意
見

交
換
。

り
ま
す
。

誰
も
活
用

し

な

い

デ
ー
タ
や

資
料
が
社

内
に
溢
れ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
も
そ
も
、
会
社
で
も
個

人
で
も
得
意
・
不
得
意
が

あ
り
ま
す
。
不
得
意
な
分
野

で
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
も
、

元
々
そ
れ
を
得
意
と
す
る
ラ

イ
バ
ル
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。

そ
れ
こ
そ
、
無
駄
な
努
力
で

す
。
勝
負
す
る
な
ら
強
い
分

野
で
す
。

　
時
間
は
有
限
で
す
。
努
力

す
る
な
ら
報
わ
れ
る
努
力

を
。
仕
事
に
は
合
理
性
が
必

要
で
す
。

は
赤
字
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
仕
事
を
サ
ボ
っ
て
い
る
訳
で

は
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
結
果

が
出
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
一

番
の
原
因
は
、
無
駄
な
動
き
が

多
い
か
ら
で
す
。

　
顧
客
が
求
め
て
も
い
な
い
部

分
に
時
間
や
原
価
を
掛
け
る
の

は
無
駄
な
努
力
で
す
。
顧
客
が

割
増
料
金
を
払
っ
て
く
れ
な
い

分
は
、
仕
事
で
は
な
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
買
う
気
の
無
い

客
に
足
し
げ
く
通
う
営
業
も
報

わ
れ
ま
せ
ん
。
読
ま
れ
も
し
な

い
提
案
書
も
無
意
味
で
す
。

　
真
面
目
な
事
務
職
は
手
が
空

く
と
余
計
な
仕
事
を
作
り
た
が

　
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て

い
て
も
成
果
を
出
せ
る
人
と

出
せ
な
い
人
が
い
ま
す
。
会

社
に
置
き
換
え
て
も
同
様
で

す
。
同
業
種
の
会
社
同
士
で

比
較
し
て
も
、
利
益
の
出
て

い
る
会
社
と
出
て
い
な
い
会

社
が
あ
り
ま
す
。
社
員
が
毎

日
残
業
し
て
い
る
の
に
会
社

シリーズ

ってってって するするする

119119

社労士・コンサルタント

青山喜佐子の

社労士・コンサルタント

青山喜佐子の
社労士・コンサルタント

青山喜佐子の

知 得
シリーズ
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中小企業の
組織づくり
中小企業の
組織づくり無

駄
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な
く
そ
う
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う
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若者が育つ魅力ある企業と地域づくり

 in
沖縄
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県の担当部局と懇談　政策〈プロフィール〉

社会保険労務士
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大学非常勤講師

市町村行政改革推進委員など

オフィスあるふぁ

TEL／098-870-6686
青山喜佐子
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１日目にひらかれた総会の様子

宮城光秀氏

観光産業の振興につい
て県と懇談会を開催
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に
し
て
い

る
そ
う
。

　
現
在
、

法
人
化
に

向
け
て
準

備
し
て
お

り
、
同
友

会
で
知
り

合
っ
た
税
務
や
労
務
関
係
の
プ

ロ
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
行

す
る
予
定
だ
と
か
。
会
社
の
発

展
を
考
え
る
に
は
、
改
め
て
同

友
会
で
の
学
び
が
よ
り
必
要
な

の
で
多
く
の
方
々
と
親
交
を
深

め
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
語
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
改
め
て

経
営
理
念
や
経
営
指
針
が
必
要

な
の
で
、
法
人
化
を
き
っ
か
け

に
再
度
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

　
文
具
に
限
ら
ず
、
オ
フ
ィ
ス

全
体
の
工
事
を
は
じ
め
ホ
テ
ル

ら
の
要
請
も
あ
り
、
引
き
継
ぐ

事
を
決
意
。

　
平
成
十
七
年
に
名
義
変
更
し

「
津
堅
事
務
用
品
店
」
と
し
て

開
業
に
至
り
ま
し
た
。
前
職
の

経
験
も
活
か
し
、
今
ま
で
の
文

具
メ
イ
ン
の
業
務
内
容
か
ら
　

オ
フ
ィ
ス
の
床
や
事
務
用
品
の

設
置
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
工
事
、

さ
ら
に
はL

A
N

配
線
工
事
な

ど
も
受
注
で
き
る
体
制
へ
と
変

革
。
開
業
二
年
後
に
は
弟
さ
ん

も
入
社
さ
れ
、
さ
ら
に
従
業
員

も
七
名
へ
と
増
員
。
現
在
は
バ

イ
ト
や
派
遣
も
合
わ
せ
る
と
十

余
人
の
体
制
へ
と
発
展
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

自
社
の
目
指
す
方
向
は

　
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
き

た
津
堅
社
長
も
、
営
業
と
し
て

雇
用
し
た
職
員
か
ら
「
我
が
社

の
目
指
す
方
向
は
何
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
き
っ
か
け
に
、

経
営
理
念
の
必
要
性
を
自
覚
。

さ
ら
に
、税
務
面
で
の
相
談
を
し

た
い
と
思
い
立
ち
、
入
会

し
て
い
た
も
の
の
参
加
し

て
い
な
か
っ
た
同
友
会
活

動
を
ス
タ
ー
ト
。
例
会
に

も
参
加
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
学
び
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
経
営
指
針
作
成
講

座
は
受
講
し
た
も
の
の
、

成
文
化
ま
で
至
ら
な
か
っ

た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
際

の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
の
メ

モ
や
助
言
は
、
今
も
参
考

や
チ
ェ
ー
ン
店
の
内
装
関
係
ま

で
手
が
け
、
さ
ら
に
地
域
の
方

に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
中

元
や
お
歳
暮
に
も
贈
れ
る
お
米

や
コ
ー
ヒ
ー
、
そ
う
め
ん
ま
で

を
扱
い
、
無
限
の
ア
イ
デ
ア
が

あ
ふ
れ
る
津
堅
社
長
。
将
来
の

夢
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
や
は
り

事
務
所
関
連
ベ
ー
ス
の
仕
事
を

充
実
し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ

と
。
オ
フ
ィ
ス
家
具
の
組
み
立

て
や
配
達
は
、
元
来
の
仕
事
に

戻
っ
た
喜
び
が
あ
る
そ
う
で
す
。

心
か
ら
自
ら
の
仕
事
が
好
き
な

ん
だ
な
と
津
堅
社
長
の
人
柄
を

垣
間
見
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

（
㈱
カ
リ
タ
ス
・
根
橋
理
香
）

地
域
の
文
具
店
か
ら
承
継
・
発
展

　
屈
託
の
な
い
笑
顔
が
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
な
津
堅
社
長
。「
津
堅

事
務
用
品
店
」
は
、
も
と
も
と

祖
父
の
代
に
文
具
用
品
店
を
開

業
し
、
そ
の
後
は
父
か
ら
母
へ

と
承
継
さ
れ
地
域
の
文
具
店
と

し
て
定
着
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
津
堅
社
長
は
家
業
の
文
具

店
経
営
に
は
関
心
が
な
く
、
事

務
用
品
の
専
門
会
社
に
就
職
し

建
築
資
材
部
門
に
在
籍
。
そ
の

ま
ま
勤
め
上
げ
る
予
定
で
い
た

と
こ
ろ
諸
事
情
や
、
お
母
様
か

第253回

フ トでフォトで見る８月の活動フォトで見る８月の活動

新会員オリエンテーションで新会員さん
にバッジ贈呈（写真左：小渡代表理事）

女性の地位向上・社会参画について県と
懇談会

建設産業の振興について県と懇談会を開催

那
覇
支
部
北
地
区
例
会
で
報

告
す
る
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
レ
ス
の

神
ひ
ろ
み
氏

宮城勇氏の経営体験に学んだ浦西支部例会

那覇支部例会・森山氏の講話を受けてグループ討論

那覇支部８月例会で報告す
る森山勝也氏

経営サポート学習会で講師
をつとめた宮城勇氏

同友会大学第２講で講義する
新城俊昭先生　　　　　　　

那覇支部南地区例会で報告
する財津英郎氏

大学との就職懇談会を開催し、
担当者と意見交換　　　　　　

那覇支部資金繰り学習会

南部支部＆碧の会合同例会で報告する
根橋理香氏（写真左）　　　　　　　

台湾の環境ビジネスについて学んだエコま～
る例会

北部支部＆経営委員会合同例会
でのグループ討論の様子　　　

那覇支部南地区例会で報告者する
三木一成氏

中部支部経営学習会での
西平守利氏

同友会大学第８講で講義する
山本和儀先生　　　　　　　

うりずんのランチェスター学習
会の様子

役員研修講座第３講で報告する新城代
表理事（右）と真栄田副代表理事

役員研修講座では仲間づくりをテーマ
にグループ討論

中部支部設立月訪問で記念品を贈呈
（でいごホテルにて）　　　　　　　

宮古支部で開催された新会員オリエン
テーション

津堅事務用品店

代表者　津
つ

堅
けん

 直
なお

樹
き
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津堅直樹氏
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い
ま
し
た
。

　
神
谷
さ
ん
は
入
社
二
年
目
の

二
六
歳
。
職
業
訓
練
で
デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
ス

タ
ッ
フ
募
集
が
あ
り
応
募
。
見

事
採
用
さ
れ
て
、
希
望
通
り
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
奮
闘
中
だ
そ

う
で
す
。

　
平
面
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
違

い
、
看
板
は
立
体
的
な
上
に
屋

外
に
設
置
す
る
も
の
。
ま
た
、

　「
あ
っ
、
う
り
ず
ん
の
ラ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
学
習
会
で
お
会
い

し
た
方
だ
。」
竹
田
社
長
（
㈲

カ
ー
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
・
21
世
紀

に
輝
く
）
の
笑
顔
写
真
に
思
わ

ず
声
が
漏
れ
、
紙
面
を
読
み
な

が
ら
改
め
て
同
友
会
は
勉
強
す

る
経
営
者
の
集
ま
る
場
と
実
感

し
ま
し
た
。

　
喜
名
社
長（
㈱
大
成
ホ
ー
ム
・

わ
が
社
の
ポ
リ
シ
ー
）
の
言
葉

「
会
社
は
、
社
長
の
や
る
気
と

勇
気
で
決
ま
る
」
を
自
身
へ
置

換
え
、
フ
ォ
ト
で
見
る
活
動
の

様
子
を
眺
め
な
が
ら
二
つ
の
事

を
決
め
ま
し
た
。
一
つ
は
、
多

く
の
会
員
に
お
会
い
し
た
い
、

二
つ
目
は
、
良
い
経
営
者
に
な

る
こ
と
で
す
。

　
顔
を
拝
見
し
た
こ
と
の
あ
る

方
の
物
語
は
、
勇
気
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
先

ず
は
、
イ
チ
ゴ
の
タ
ル
ト
を
買

い
に
プ
ー
ル
ヴ
ー
源
河
社
長

（
だ
っ
か
ら
よ
〜
）
に
会
い
に

行
き
ま
す
。

（
ハ
タ
ワ
ー
ク
ス
・
大
城
朝
野
）

朝
晩
で
見
え
方
も
違
う
。
設
置

場
所
の
条
件
や
、
取
り
付
け
ら

れ
た
後
の
仕
上
が
り
を
想
像
し

て
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は
本
当
に

難
し
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
仕
事
の
や
り
が
い
を
訊
ね
る

と
「
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
い
た

時
」
と
即
答
。
お
礼
の
メ
ー
ル
を

直
接
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
、や
り

が
い
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　
会
社
の
雰
囲
気
を
伺
う
と
明

る
く
楽
し
い
方
が
多
い
そ
う
。

社
長
は
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
優
し
い
心
遣
い
が
あ
る
と

い
う
事
で
し
た
。

　
面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
昭

和
制
作
で
は
、
社
員
か
ら
会
社

を
改
善
す
る
為
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
実
現
例
と
し
て
、
音
が
な
く

寂
し
い
の
で
音
楽
を
か
け
て

欲
し
い
と
提
案
し
た
結
果
、

有
線
放
送
が
導
入
さ
れ
た

り
、
デ
ザ
イ
ン
の
参
考
と
な

る
資
料
費
の
計
上
を
認
可
し

た
こ
と
が
あ
る
そ
う
。
神
谷

さ
ん
も
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
テ
ラ
ス
に
イ
ス
と
テ
ー
ブ

ル
の
設
置
を
提
案
し
採
用
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
赤
嶺
社
長

の
改
善
姿
勢
を
垣
間
み
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　
十
月
に
開
催
さ
れ
る
「
沖

縄
県
ト
ー
タ
ル
リ
ビ
ン
グ

シ
ョ
ウ
」
に
も
新
規
事
業
の

展
示
を
す
る
予
定
だ
と
か
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
企
業

の
社
員
も
、
や
る
気
と
活
気

が
満
ち
て
い
る
事
を
実
感
し

ま
し
た
。

（
㈱
カ
リ
タ
ス
・
根
橋
理
香
）

　
公
共
施
設
や
ホ
テ
ル
、
店

舗
な
ど
の
看
板
を
ト
ー
タ
ル

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
㈱
昭
和

制
作
。
今
回
は
、
看
板
の
顔

と
も
言
う
べ
き
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
神

谷
嘉
津
美
さ
ん
に
お
話
を
伺

㈲富士製菓製パン

取締役 上
うえ

地
ち

 克
かつ

江
え

 氏

所在地／

ＴＥＬ／
事業内容／
ＵＲＬ／

宮古島市平良西里
1135-1
0980-72-2541
製菓・製パン
http://www.uzumaki
pan.com/index.htm

㈱昭和制作
（会員：代表取締役  赤嶺竜司氏）

神
かみ

谷
や

 嘉
か

津
つ

美
み

 さん

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

ＵＲＬ／

那覇市高良 3-12-25
098-857-0941
屋外広告業（看板、広告塔の企
画・制作・設計・保守・管理業務）
http://www.showa-sign.jp/

そ
の
フ
ォ
ル
ム
は
ス
イ
ー
ツ
そ

の
も
の
。
見
た
目
の
可
愛
ら
し

さ
で
、ま
ず
目
を
引
か
れ
ま
す
。

驚
き
は
冷
た
い
こ
と
！ 

ひ
ん

や
り
・
ふ
ん
わ
り
と
し
た
生
地

の
中
に
、
脂
よ
り
も
乳
の
味
で

さ
っ
ぱ
り
な
生
ク
リ
ー
ム
と
主

張
の
あ
る
紫
い
も
の
餡
の
バ
ラ

ン
ス
が
絶
妙
で
美
味
で
す
。
考

案
し
た
の
は
、
ご
長
男
の
上
地

隆
徳
さ
ん
。

　
生
ク
リ
ー
ム
紫
あ
ん
ぱ
ん
が

手
に
入
る
の
は
、
宮
古
空
港
二

階
の
お
み
や
げ
店
「
砂
山
」
で

の
み
。
店
頭
限
定
販
売
で
す
。

「
砂
山
」
で
お
買
い
求
め
に
な

る
お
客
様
の
中
に
は
地
元
客
も

多
い
と
の
こ
と
で
、
島
内
で
の

注
目
度
が
伺
え
ま
す
。

　「
若
い
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

ど
ん
ど
ん
生
か
し
て
ほ
し
い
」

同
時
に
「
先
代
か
ら
受
け
継
い

だ
技
術
や
理
念
を
次
世
代
へ
繋

い
で
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
」
と
も
。

　「
地
域
の
繋
が
り
を
も
っ
と

高
め
た
環
境
が
、
将
来
の
子
供

達
の
為
に
大
切
な
こ
と
。
現
在

の
閉
鎖
的
な
一
面
を
も
っ
た
世

の
中
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

食
育
を
通
し
て
も
っ
と
人
と
の

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
や
、
心
を

豊
か
に
す
る
手
助
け
が
で
き
る

と
嬉
し
い
」
と
、
に
っ
こ
り
と

微
笑
む
取
締
役
の
上
地
克
江
さ

ん
で
し
た
。

（
取
材

：

ひ
ろ
し
不
動
産
・
砂

川
千
賀
子
＆
富
士
自
動
車
整
備

セ
ン
タ
ー
・
宮
国
美
奈
子
）

　
創
業
六
十
年
の
老
舗
の
パ
ン

屋
さ
ん
「
富
士
製
菓
製
パ
ン
」

と
い
え
ば
、「
う
ず
巻
き
パ
ン
」

「
で
か
ウ
ズ
」「
久
松
五
勇
士
」

が
定
番
で
す
が
、
ま
た
新
た
に

期
待
大
の
ス
イ
ー
ツ
が
登
場
し

ま
し
た
。

　
今
年
、
宮
古
島
を
代
表
す
る

特
産
物
の
一
つ
「
紫
芋
」
を
使

用
し
た
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
見
事
「
最
優
秀
金
賞
」
を

受
賞
し
た
「
生
ク
リ
ー
ム
紫
あ

ん
ぱ
ん
」
が
そ
の
逸
品
で
す
。

「
あ
ん
ぱ
ん
」
と
い
う
よ
り
も
、

　
子
供
の
夏
休
み
が
終
わ
り
、

や
っ
と
日
常
に
戻
っ
た
感
の
九

月
。
我
家
で
は
、
小
・
中
・
高

と
子
供
た
ち
の
学
期
ス
タ
ー
ト

日
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
た
め
、

ペ
ー
ス
を
取
り
戻
す
の
は
大
変
。

そ
れ
で
も
元
気
に
登
校
し
て
く

れ
る
姿
を
見
る
と
、
安
心
す
る
。

安
全
な
学
校
で
学
ぶ
環
境
は
何

よ
り
あ
り
が
た
い
。
九
月
は
シ

ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
も
あ
る
。
老

人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

は
ど
う
だ
ろ
う
か
・
・
・（
長
）

編

集

後

記

読
者
の

読
者
の

声

だっからよ～だっからよ～
会員ホット情報

今おすすめだよ！

276

老
舗
の
パ
ン
屋
さ
ん
か
ら
生
ま
れ
た

新
感
覚
の
あ
ん
ぱ
ん

老
舗
の
パ
ン
屋
さ
ん
か
ら
生
ま
れ
た

新
感
覚
の
あ
ん
ぱ
ん

㈲
富
士
製
菓
製
パ
ン

新世代の高精細印刷技術 
県内
初 

県内
初 

導入！！ 

本　社／〒901－0306   沖縄県糸満市西崎町5丁目10－14
TEL（098）994－5777（代）FAX（098）852－3008

〒902－0074   沖縄県那覇市字仲井真201番地18 
TEL（098）855－2323（代）FAX（098）852－3008 
〒901－2111   沖縄県浦添市経塚  8 1 1 －1 4  
TEL（098）879－9303（代）FAX（098）852－3008 
〒901－2224   沖縄県宜野湾市真志喜2丁目4番16 コーポ下地203号 
TEL（098）898－1055（代）FAX（098）852－3008 
〒904－2212   沖縄県うるま市字赤野947 -1  
TEL（098）974－6911（代） 

那覇営業所／ 
 
浦添営業所／ 
 
宜野湾営業所／ 
 
うるま営業所／ 

　平成19年３月16日、環境保護印刷推進協議会

（E3PA）より、県内初となる環境保護印刷マー

ク（通称クリオネマーク 認証登録番号Ｓ07-0063）

の認証を取得いたしました。 

　平成19年２月６日、個人情報保護のための仕

組みである、JISQ15001：2006（プライバシーマー

ク 認定番号24000306（03））を取得いたしました。 

S07 -0063

＜南部支部会員＞ ＜那覇支部会員＞

第３回 合同企業説明会
 参加企業募集中！
第３回 合同企業説明会
 参加企業募集中！
日　時　10月27日（火）
　　　　午前10時～午後４時

会　場　沖縄産業支援センター
　　　　１Ｆ「ホール」

参加費　スポットコース
　　　　　   　  ５０,０００円
　　　　チャレンジコース
　　　　　     　１０,０００円

※今年度最後の説明会です。
　ぜひご検討下さい！！

口 

！

口 

！

四
年
ぶ
り
の

　
　
会
員
名
簿
発
行

四
年
ぶ
り
の

　
　
会
員
名
簿
発
行

1250社を達成しよう1250社を達成しよう1250社を達成しよう
～経営課題としての会員増強～

　得意先、仕入れ先など様々な
取引先が入会し、同友会で学び、
経営指針の確立などを通して、
企業の体質を強化することは、
自社の経営の安定につながると
ともに、これまで以上に切磋琢
磨しあって質の高い仕事に挑戦
することが出来ます。

ビジョン最終年度

　会員増強で相手先の企業の経
営課題や悩み、業界の動向、地
域戦略などを聞き、その解決の
方法を共に考えることは、自分
自身と自社にとって貴重な学び
の場です。会員増強のための企
業訪問を「ミニ例会」と考え、
訪問先では「討論」しましょう。

１ １ 取引先と共に育つ

2 2 「ミニ例会」学びの場

少し緊張気味？ 宮古空港売店「砂山」の
スタッフ

“あんぱん”なのに“スイーツ”
若い世代のアイディアで誕生

第1340号（付録)（4)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2015年（平成27年）９月15日

９月号 №330おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」




